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解題
周星「花火と爆竹―民俗学の『中国問題』」

施 尭
SHI Yao

本稿は2018年8月に刊行された韓国の『실천민속학연구（実践民俗学研究）』32号、실천민속학
회（実践民俗学会）に掲載された、周星氏による「중국적 문제`로서의 불꽃놀이와 폭죽（中国的問題
としての花火と爆竹）」の中国語原文を翻訳したものである。なお、中国語論文としては、すでに
中国湖北民族学院の紀要である『湖北民族学院学报（哲学社会科学版）』2018年第4期に掲載された
周星「民俗與法律：民俗学的一个『中国問題』」として刊行されている。
周星氏は1982年に中国西北大学歴史学部を卒業して以降、1989年に中国社会科学院大学院歴
史・人類学研究科で博士号を取得。北京大学社会学人類学研究所・副教授・教授、中国民俗学会・
副理事長、中国都市人類学会・常務理事を勤め、2000年4月からは日本の愛知大学国際交流学部・
教授に移って現在に至っている。中国民俗学会・顧問、中国芸術人類学会・副会長のほか、国立
民族学博物館・共同研究員なども兼任している。
周氏は中国の民俗学・民族学・人類学において、自身で極めて多岐にわたる研究を行う一方
で、国際的な民俗学的成果を収集し、それを中国に紹介し、中国民俗学の全体的なレベルアップ
を図る事業にも、積極的に関わっている。主な著書として、『境界と象徴―橋と民俗』（単著、上
海文芸出版社 1998年12月）、『フィールドワークと文化の自覚』（共著、群言出版社、1998年5月）、
『民族発展と社会変遷』（共著、民族出版社2001年7月）、『中国民族コミュニティ発展の研究』（共
著、北京大学出版社 2001年5月）、『21世紀―文化の自覚と文化の対話』（共著、北京大学出版社、
2001年4月）、『民俗学の歴史、理論と方法』（編集、商務印書館、2006年3月）、『郷土生活の論理
―人類学視野の下の民俗研究』（単著、北京大学出版社、2011年4月）、『ネイティブ常識の意味―
人類学視野の下の民俗研究』（単著、北京大学出版社、2016年2月）、『現代民俗学の視野と方向―
フォークロリズム・真正性・公共民俗学・日常生活』（共編、商務印書館、2018年4月）等がある。
本稿を翻訳する意義は、現代中国社会で特別に重要性があると思われる現代国家の法治の発展
と伝統的な民俗文化との間の複雑でダイナミックな力関係を、花火と爆竹という具体的な事例を
通して、繊細かつドラスティックに描いた点にある。また、これを通して法律と民俗の関係性に
対して、民俗学者の立場の特徴と限界性を鋭く提示したことである。
周氏はまず、中国の花火と爆竹の歴史と発展を丁寧に考証し、その意味合いが邪悪を追い払う
ことから、新年の喜びの雰囲気を増やして新しい年の良い生活を願うことに変容し、さらに多様
な意味で人々の生活に浸透したことを説明した。しかし、近代の都市化の発展につれ、中国政府
は花火と爆竹を「危険物」として厳格に管理し、1990年代前半から各地方都市が相次いで花火と爆
竹の使用を禁止する政令を公表した。とはいえ、この禁止令が実行される中で、民間の抵抗にあっ
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たために難航する。1990年代後期中国の世論環境の構造が変化し、中国人が自己の文化的自覚と
主体性を強調するようになった。そこで、2005年北京市が禁止政策を限定使用の政策に変更した
ことを皮切りに、各地も徐々に関連規定を緩和した。しかし、近年、違反行為や、誇示的な使用、
環境と安全の問題がますます重視され、民意が禁止へと偏向し、2017年に北京市は5環路（環状道
路）以内での使用禁止へと再び政策を変更した。
周氏はこの問題から発生した社会的論争を、民俗の置き換えを擁護する「禁止派」と、伝統の保
護を強調する「禁止反対派」、政府の管理強化と市民の民俗改良を望む「折衷派」に分けて、それぞ
れの言説を整理、検討した。この中で民俗学が果たした役割を「敏感に反応しながら研究が停滞
する」と評価したが、その理由として、第一に、いままで、花火と爆竹に関する論争は主に大中
都市で繰り広げられ、農村地方では一般的に問題視されていないことを指摘する。民俗学が伝統
的な農村社会に対する研究で蓄積・発展してきた諸概念（理論と方法論も含む）が、現代都市社会
に面した時に力不足になったため、関連する問題の議論に対してしばしば「失語」の状態に陥った
からである。第二に、爆竹と花火の禁止政策を反対する民俗学者たちは、「年越しの味」と結びつ
くノスタルジアを基調とする感想もしくは意見にとどまり、実際の社会現実から離れていること
をも指摘するが、その限界点を提示する一方、有効性に向けた打開に関しても論を進める。
この問題に対する法学と経済学研究と比べ、民俗学がいかにして現代中国、特に都市社会の住
民の持つ民俗に対する主体性と流動性に直面し、力を発揮し、花火と爆竹のような「中国問題」を
解決もしくは超越することに貢献できるかを、問いかけている。この問いかけを理解することが、
近年の中国民俗学の発展の動向を理解する鍵であり、また日本で民俗学に従事する読者にも示唆
を与える点となるだろう。


